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日
本
の
予
算
編
成
の
タ
ガ
が
は
ず
れ

た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
日
本
の
周
辺
国

の
軍
拡
路
線
や
独
裁
者
の
軍
事
に
偏
っ

た
判
断
を
抑
止
す
る
た
め
日
本
の
防
衛

力
も
一
新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
質
と
量
」
共
に
優
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
５
年
間
で
G
D
P
比
２
％

の
43
兆
円
増
と
い
う
「
量
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
恒
常
的
な
財
源
は
後
年
度
で
、

と
り
あ
え
ず
、
特
別
会
計
や
予
備
費
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
使
い
残
し
な
ど
と
ま
さ

に
か
き
集
め
て
１
年
分
だ
け
を
確
保
す

る
と
い
う
や
り
方
で
す
。
異
次
元
の
少

子
化
対
策
と
言
い
な
が
ら
も
、
財
源
は

不
透
明
、
つ
ま
り
国
民
負
担
は
先
送
り

と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

あ
く
ま
で
選
挙
前
ま
で
は
「
お
い
し
い

話
」
で
「
苦
い
薬
」
は
選
挙
後
で
す
。
財

政
規
律
は
破
綻
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
で
す
か
ら
、年
金
、医
療
、

介
護
の
負
担
が
増
え
る
の
は
当
然
で
す
。

国
民
負
担
率
も
対
所
得
比
で
46
．
８
％
。

50
％
近
く
ま
で
き
ま
し
た
。
問
題
は
日

本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
国
民
負
担
率

は
同
じ
よ
う
な
割
合
で
す
が
、
所
得
が

日
本
は
30
年
前
と
同
じ
で
す
。
各
国
は

２
倍
前
後
で
す
。
日
本
の
成
長
が
止
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
G
D
P
も
２
位
か
ら

37
位
で
す
。
グ
ロ
ス
で
は
米
、
中
、
日

の
３
位
で
す
が
、
淋
し
い
限
り
で
す
。

国
際
競
争
力
も
１
位
か
ら
35
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
時
価
総
額
世
界
50
社
の
う

ち
32
社
も
あ
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
１
社
の
み
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
ト
ヨ
タ
も
圏
外
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
の
所
得
層
も
30
年
前
は
３
５
０
万

円
か
ら
５
５
０
万
円
の
層
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
２
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
万
円
の
層
が
厚
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
貧
困
化
で
す
。

　

劣
化
す
る
日
本
に
歯
止
め
を
か
け
、
好

転
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
大
き
な
国
家
目
標
を
立
て
、

地
方
の
好
事
例
を
採
用
し
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
成
功
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

一
回
の
選
挙
だ
け
を
意
識
し
た
「
バ

ラ
マ
キ
政
治
」が「
ク
レ
ク
レ
民
主
主
義
」

を
育
て
て
い
る
こ
と
を
時
の
与
党
政
府

の
首
脳
陣
に
届
け
た
い
。

　

日
本
国
民
を
侮
る
な
。

　
１
５
０
日
間
に
わ
た
る
第
２
１
１
回
国
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
本
通
常
国
会
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
２
類
か
ら
５
類
へ
の
移
行
を
始

め
、
防
衛
費
増
額
の
財
源
を
確
保
す
る
特
別
措
置
法
や
、
Ｇ
Ｘ
脱
炭
素
電
源
法
、
議
員
立
法
の
性
的
少
数
者
理
解
増
進
法
案
な
ど
が
成
立
し
ま
し
た
。「
聞
く
力
」

を
標
ぼ
う
し
な
が
ら
、
厳
し
い
指
摘
に
は
薄
ら
笑
い
を
浮
か
べ
た
答
弁
を
繰
り
返
す
岸
田
総
理
の
逃
げ
の
姿
勢
が
際
立
つ
国
会
だ
っ
た
と
の
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

参
議
院
議
員

　
　
　
上
田
清
司

令和 5 年 6 月 21 日本会議

バ
ラ
マ
キ
政
治 

と 

ク
レ
ク
レ
民
主
主
義 

を
打
破
せ
よ
‼



内閣委員会で、貧困問題に取り組む都内の「認定 NPO 法人自立生
活サポートセンターもやい」を訪問。支援の最前線で意見交換。

「医療・防災産業創生推進議員連盟」の代表代行 ( 右から２番目 )として、勉強会を開催。医療防災産業こそは日本そして世界のために
必要な中核産業と位置付け、超党派の議連で民間と協力して実装研究・実験を進めている。

「第１回ほきいち祭」が開催で挨拶。『群書類従』として666 冊を編纂した塙保己一の遺徳を偲び開催された。

個人の責任でないことで生じる不利益や不条理を除去するのが政治の役割
性的少数者らへの理解増進法案を参議院内閣委員会で審議。参考人として細田智也前入間
市議会議員をお招きし質疑を通じて当事者としての考えを伺う。

共同養育支援議員連盟で、共同親権導入
に向けた要望書を齋藤健法務大臣に提出。

決算委員会
締めくくり総括
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駐日ベトナム大使着任当日の歓迎会
前列左から、上田、ファン・クァン・ヒエウ大使、黒岩神奈川県知事、松原衆院議員。

小学生が国会見学で来訪。二院制の仕組みと議会の成り立ち、
身近な法律の説明などを行いました。

個人の責任でないことで生じる不利益や不条理を除去するのが政治の役割
性的少数者らへの理解増進法案を参議院内閣委員会で審議。参考人として細田智也前入間
市議会議員をお招きし質疑を通じて当事者としての考えを伺う。

第 71 回利根川水系連合・総合水防演習で挨拶

決算委員会
締めくくり総括圏央道の久喜白岡ジャンクション（JCT）〜幸手インター

チェンジ（IC）間の４車線化工事完成式典に出席 締めくくり総括質疑にて代表質問（ 6 月12 日）
会期最終日 6 月 21日も本会議登壇「行政監査報告」について
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質、量、他を圧倒する国会質疑と活動 !! 第 211 国会（通常国会）
（令和５年１月 13 日～６月 21日）

上田きよし
プロフィール
○�昭和23年九州福岡県
生まれ。

○�法政大学法学部卒、早
稲田大学大学院政治学
研究科修了。

○�新自由クラブ立党に参
画、同党政策委員、全国青年局長。政策科
学研究所政策委員。1980年新自由クラブよ
り衆議院議員選挙出馬４連敗するが不屈の
闘志で５度目の1993年初当選、以後３期
連続当選。衆議院議員２期目は小選挙区選
出300人中、議員立法・質疑回数１位。３
期目選挙直前、小泉純一郎（当時、総理）
をして「俺は誰が相手でも勝つ自信はあるが、
上田清司だけはご免こうむる」といわしめた。
「選挙の鉄人」という異名もある。また、平
成15年２月、塩ジイこと塩川大蔵大臣の「母
屋でお粥をすすっていたが、離れでスキヤ
キを食べていた」という特別会計の例えは、
上田清司代議士の質疑に共感して答弁した
有名なセリフである。

○�平成15年８月、民主党を離党し、無所属で
知事選に出馬、２位に約ダブルスコアで当
選。

○平成19年、23年、27年と４期連続当選。
○�この間、総務省顧問、拓殖大学大学院客員
教授、内閣地域主権戦略会議委員、全国知
事会東日本大震災復興協力本部長、全国知
事会会長など歴任。
○令和４年改選、現在、参議院議員２期目。

上田きよし参議院議員は、相変わらず精力的な国会活動を行っています。本会議、委員会などの質疑は以下の通りです。

令和５年４月７日 本会議 「新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一部を改正する法律案に対する質疑」

令和５年６月21日 本会議 「令和四年度政策評価等の実施状況及びこれらの結果の政策への反映状況に関する報告についての
質疑」

令和５年３月22日 予算委員会 「米国要人の米軍横田基地からの入出国について、予備費について」

令和５年６月12日 決算委員会 「日本の経済力が低下する中で経済再生の道筋について、アベノミクスによる日本の貧困化の責任
と国民負担率について、他」

令和５年２月６日 行政監視委員会 参考人質疑

令和５年２月20日 行政監視委員会 参考人質疑
令和５年３月９日 内閣委員会 「第六期科学技術・イノベーション基本計画について、新型コロナウイルスの５類移行について、他」
令和５年３月17日 内閣委員会 「「異次元の少子化」対策と言われたキモは何か、未婚率の上昇の要因について、他」
令和５年４月４日 内閣委員会 「保育の公定価格について、他」
令和５年４月６日 内閣委員会 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部を改正する法律案に対する質疑」

令和４年４月７日 ODA及び沖縄・北方問
題に関する特別委員会 「ODAのあるべき姿、国際協力銀行法改正の意義、他」

令和５年４月11日 内閣委員会 「新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一部を改正する法律案に対する質疑」
令和５年４月13日 内閣委員会 「パンデミック以来の対応について、一斉休校の意義と決定過程について、他」

令和５年４月18日
内閣委員会、厚生労働委
員会連合審査会

「新型インフルエンザ等対策特別措置法について」

令和５年４月18日 内閣委員会 「統括庁について、国立感染症研究所と国際医療研究センターの統合について、他」
令和５年４月20日 内閣委員会 「新型インフルエンザ等対策特別措置法及び内閣法の一部を改正する法律案に対する質疑」
令和５年４月24日 行政監視委員会 参考人質疑
令和５年４月25日 内閣委員会 「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律案に関する質疑」
令和５年４月27日 内閣委員会 「契約内容のモデルを作るについて、契約の適正化の実効性について、他」
令和５年５月９日 内閣委員会 「基金の積み立て、運用について、他」
令和５年５月15日 行政監視委員会 「遺留金等に関する実態調査について、他」
令和５年５月16日 内閣委員会 「医療分野の研究開発に資するための匿名加工医療情報に関する法律の一部を改正する法律案に関する質疑」
令和５年５月23日 内閣委員会 「共同親権について」
令和５年５月25日 内閣委員会 「孤独孤立対策推進法に関する質疑」
令和５年５月30日 内閣委員会 「孤独・孤立問題の今日的課題、孤独孤立対策のポイントは経済対策、雇用政策、他」

令和５年５月30日 経済産業委員会、
内閣委員会連合審査会 「原子力発電所の現状、人材確保について、他」

令和５年６月15日 内閣委員会 「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律案に
ついて質疑　＊参考人として細田智也前入間市議会議員に出席を依頼」

「知事経験者が参院決算委で見せた鋭い質問力が印象的」
インターネットニュースサイト『SAKISIRU』にて評価をいただく。
令和５年６月12日に開催された決算委員会において、岸田総理大臣に対し、1990年代以降の世界における日本の経済力の低下について具体的な数字
を示しながら質疑を行った。また、アベノミクスを評価し継承しようとする岸田総理大臣に対し、雇用の非正規化と国民所得の低下、国民負担率の増
加を示しながら、岸田総理の姿勢に迫った。
この日の質疑に対し、SAKISIRUでは「上田氏の質問は、「新しい資本主義」政策を政権の看板に掲げる首相がどういう経済観や現状認識を持っている
のかを引き出そうとした点で、非常に本質を突いたものであった」と評価をいただきました。さらに、知事経験者の上田の質問を踏まえて、「識見に優
れた知事などの人材をもっと上手く活用する仕組みはありではないのか」とまで言及し、参院議員と現職知事の兼職さえ提起しました。
質疑の全容については参議院のホームページにて、記事については https://sakisiru.jp/ より閲覧が可能です。


